
Ⅱ．連 結 決 算 の 概 要

益は、６３億円（△５４.０％）減少の５４億円となりました。
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（５.７％）増加の３,３８７億円となりました。

ら、年度決算と同様の税金費用計算を簡便的に行う方法に変更しております。この会計方針の変更は遡及

当第２四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、販売電力量の減少はありましたが、

以上により、営業利益は、前年同期に比べ９２億円（△４１.１％）減少の１３３億円、経常利益

基数の減少による修繕費の減少などはありましたが、燃料価格の上昇や渇水による燃料費の増加に加

は、９７億円（△６１.６％）減少の６０億円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利

増　　減 前年同期比％
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連 結 収 支比 較表

り、営業収益（売上高）は、前年同期に比べ９４億円（２.８％）増加の３,４３８億円となり、これ

に営業外収益を加えた経常収益は、８６億円（２.６％）増加の３,４４８億円となりました。

え、再生可能エネルギーの固定価格買取制度の影響などにより、営業費用は、前年同期に比べ１８７億

円（６.０％）増加の３,３０５億円となり、これに営業外費用を加えた経常費用は、１８３億円

(注１) 非支配株主に帰属する四半期（当期）純損益欄の△は、損失を示しております。

支出面では、経営全般にわたる徹底した効率化への継続的な取り組みのもと、火力発電所の定期検査
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燃料価格の上昇による燃料費調整制度の影響や再生可能エネルギーの固定価格買取制度の影響などによ

税 金 等調 整前 四半 期 ( 当期 )純 利益
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(注２) 今年度第１四半期より、税金費用について、税引前四半期純利益に年間見積実効税率を乗じて計算する方法か

　　　 適用され、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後の数値を記載しております。
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